
漁協名（支所名）： 養殖業者氏名：

●　１～４のすべての項目を記入してください。

●　この調査票の対象期間は、令和５年１月１日から令和５年１２月３１日までとします。

１　経営概要
　養殖している魚種名、生産量または生産尾数と平均体重を記入してください。

２　魚病対策の指導助言者及び診療で利用した手段

（１）　主に指導を受けている指導助言者については◎を、その他指導助言を受ける場合があるものについては○をつけてください。

（２）　診療で利用した手段について○をつけてください。（複数選択可能）

尾 kg

生産量または、尾数・平均体重（AまたはBのどちらかを記入）

尾 kg

平均体重（ｋｇ）

kg

kg

kg

尾

尾

尾

（１） 魚　病　対　策　の　指　導　助　言　者

水産試験場
等の職員

漁業協同組合
の職員

医薬品、飼料
等の販売業者

開業獣医師 その他の者
自分の判断

のみ

養殖魚種 A

生産量（kg）

B

尾数（尾）
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（２）　診　療　で　利　用　し　た　手　段

電話

文章のやり取り
（手紙、メール、
FAX等による文

章送付）

画像のやり取り
（手紙、メール、

SNS、LINE等によ
る画像送付）

動画のやり取り
（手紙、メール、

SNS、LINE等によ
る動画送付）

検体（病魚・死亡
魚）を宅配等によ

り送付

基本的に対面
で対応

尾 kg

尾 kg



漁協名（支所名）： 養殖業者氏名：

３　魚病被害状況

kg 尾 kg

kg 尾 kg

kg 尾 kg

kg 尾 kg

kg 尾 kg

kg 尾 kg

kg 尾 kg

kg 尾 kg

４　水産用医薬品使用状況
水産用医薬品（ワクチン、抗菌剤、消毒剤、駆虫剤、麻酔剤及びビタミン剤）の使用を記入してください。

回答欄（ワクチン） 回答欄（ワクチン以外）

（１）　使用記録を元に、使用した医薬品ごとに回答欄に記入してください。魚種名及び魚病名は複数記載頂いても構いません。

（２）  使用対象となる魚病名がはっきりわからない時は「不明」と記入してください。

（３）　使用薬剤名はできるだけ正確に記入してください。

※魚病被害とは、①魚病により死亡したもの　②魚病により廃棄処分したものの二つを指します。
　したがって農薬、泥水等の流入、酸素不足及び赤潮等、事故や天災によるものと判断される被害は除外してください。

魚種名 魚病名ワクチン名 魚種名  使用量（合計） 使用金額（合計）

被害量（kg） 被害尾数（尾）

ml 千円

ml 千円

kg 千円

kg 千円

kg 千円

 XXX 千円

千円

kg 千円

kg

 使用量（合計） 使用金額（合計）

平均体重（kg）

生産量または、尾数・平均体重
（AまたはBのどちらかを記入）

魚病被害の発生した魚種、魚病名、被害量または被害尾数と平均体重を記入してください。

ml 千円

　XXX kg

ml

(例)×××レンサ３混 ぶり 　XXX ml  XXX 千円

千円

※魚種・魚病名ごとに記入してください。魚病名がはっきりわからない場合は「不明」と記入してください。

魚病被害の発生した養殖魚種 魚病名

使用医薬品名

kg 千円
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A B

ml 千円

ml 千円

千円ml

(例)水産用エリスロ
マイシン散｢XXX｣

ぶり 連鎖球菌症

kg 千円



漁協名（支所名）： 養殖業者氏名：
〈調査票記入に当たってのお願い〉

医薬品を使用したい
疾病名

使用したい医薬品※

（成分名等をご記入ください）
使用したい
成長段階

使用したい用法又は用量
※注射・経口など

（要望があればご記入ください）

養殖魚・養殖用種苗・ 決まっていない・

 放流用種苗 稚魚期・成魚期・両方

養殖魚・養殖用種苗・ 決まっていない・

 放流用種苗 稚魚期・成魚期・両方

養殖魚・養殖用種苗・ 決まっていない・

 放流用種苗 稚魚期・成魚期・両方

養殖魚・養殖用種苗・ 決まっていない・

 放流用種苗 稚魚期・成魚期・両方

養殖魚・養殖用種苗・ 決まっていない・

 放流用種苗 稚魚期・成魚期・両方

養殖魚・養殖用種苗・ 決まっていない・

 放流用種苗 稚魚期・成魚期・両方

※：疾病に対する具体的な医薬品名のご要望がない場合は、空欄で構いません。
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～水産用医薬品についての要望調査～

養殖魚の区分
（いずれかに〇をつけてくださ

い）

●要望がない場合は空欄で構いません。

養殖魚種

●食用水産動物の水産用医薬品に関する要望を調査します。養殖をする上で、現在使用する医薬品が無いが、新たに使用したい水産用医薬品及び魚病名について、
可能な限り具体的にご記載いただけましたら幸いです。

●本調査結果は、集計された後、魚病対策促進協議会において、開発を優先すべき医薬品について議論するための資料として活用させていただきます。

イリドウイルス病 注射ワクチンクロマグロ
記
入
例


